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概要：

 
Nudaurelia Capensis omega Virus (NwV)の外被タンパク質粒子(VLPs)は、

 pHを中性付近から酸性へ変化させると自然タンパク質分解してプロカプシド(直

 径480Å)からカプシド(直径420Å)へ変化する。野生型VLPsのpHを7.6から5.0に

 下げた後の異なる時間点での構造を極低温電子顕微鏡解析と一粒子再構成

 手法で解析することで、NwVの分解サイトが形成されて擬似T=4正二十面体が

 形成される過程を解明することができた。
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